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2025 年 8月イベントのお知らせ
暑さに負けない、快適な住まいを体感しませんか？

　連日、記録的な暑さが続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか。
長野でも夏の暑さが厳しさを増し、住まいにおける暑さ対策の重要性
を感じられている方も多いことと存じます。
　弊社では、こうした気候変動に対応するため、「暑さに強く、快適な
室内環境を実現する住まい」を大きな柱として、長年研究開発を重ね
てまいりました。この度、皆様にその成果を直接ご体感いただけるよう、
期間限定の「室内環境体感会」を開催いたします。実際に弊社の設計・
施工理念が詰まった空間で、その快適性や涼しさをぜひ肌で感じてく
ださい。
　「これからの住まいはどうあるべきか？」とお考えの皆様にとって、よ
り良い住まいづくりのヒントとなることを願っております。皆様のご来
場を心よりお待ちしております。

ご予約お問い合わせは

8月13日から17日までのご来場は、8月10日までにご予約ください。

▼ https://wald-inc.jp/WEB
info@wald-inc.jp

026-268-4355

2025 年８月の催し

会場 :大豆島常設展示場

送風の無い放射冷房体感会
期日：令和7年8月１～31日（火曜•水曜を除く）
時間：10:00～17:00

稲葉の家見学会
会場：長野市 稲葉
期日：令和７年8月 1～31日（9～17日を除く） 【予約制】
時間：10:00～16:00

ローン相談会
期日：令和7年8月7•21•28日（木）
時間：13:00～ （1時間程度）
講師：ライフプランナー 柳澤 氏

家づくり勉強会 会場 :大豆島常設展示場

会場 : 大豆島常設展示場

期日：令和7年8月2•9•16•23•30 日（土）
時間：AM10:00 ～ , PM13:00 ～

【予約制】

【予約制】

【予約制】

■ 稲葉の家見学会【長野市 稲葉】
　2023年に完成したお住まいを特別にお借りして見学会を開催いたしま
す。
　一歩足を踏み入れると、南側の大きな窓から陽光がたっぷりと降り注
ぐ、開放的な吹き抜けリビングが皆様をお迎えします。夏は暑さを和らげ、
冬は暖かさを逃さない、一年を通して心地よくお過ごしいただけるZEH

レベルの省エネ住宅です。
　この快適な住空間を支えるのは、冷暖房兼用の高機能パネルヒーター
「PS HR-C」です。大きな吹き抜け空間全体を音もなく穏やかに空調し
ます。これは、弊社の誇る高い断熱気密性能があってこそ実現できる、
優しく快適な住まいのかたちです。
　さらに、このお住まいは「こどもエコすまい支援事業」を活用し、子育
て世帯・若者夫婦世帯向けの補助金制度をご利用されています。
　ぜひこの機会に、高性能住宅ならではの快適さとデザイン性の高さを
実際にご体感ください。

■ 送風の無い放射冷房体感会【大豆島展示場】
暑い夏こそ実感！「送風のない」快適な涼しさを体感しませんか？

「冷房体感会」と銘打っていますが、このイベントの真髄は、酷暑におけ
る住まいの「室内環境」そのものを体感していただくことにあります。
　私たちの住まいの大きな特徴であり、その要となるのが、優れた断熱
性能を誇る木質断熱材です。冷暖房設備ももちろん重要ですが、この特
別な断熱材が生み出す室内環境こそ、ぜひ皆さまに実際に触れて、その
素晴らしさを実感していただきたいと考えております。
　木質断熱材は、長野の厳しい寒暖差や、夏の不快な湿度差を穏やか
にする、優れた効果が期待できます。言葉でお伝えするだけではなかな
か伝わりにくいかもしれません。だからこそ、実際に展示場にお越しいた
だき、時間をかけて何度かご体感いただくことで、その違いをきっと感じ
ていただけると確信しています。

　また、近年の一般的な暖房設備がエアコンである一方、私たちはパネ
ルヒーターをおすすめしています。温風で空気を対流させるエアコンに対
し、パネルヒーターは** 輻射熱（放射熱）**で人や周囲の物に穏やか
に作用します。この輻射熱を利用する暖房は、健康面で非常に優れてい
ると確信しております。

　今回の体感会では、この卓越した室内環境とともに、送風のない放射
冷房の心地よさも、ぜひ会場でご体感ください。体に優しい、新しい涼し
さに出会えるはずです。皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

■ 家づくり勉強会【大豆島展示場】
　少人数の対話型勉強会です。弊社の住まいづくりの特徴や一般的な
住まいづくりに関しての疑問、様 な々選択肢に対する考え方など、皆様
の個 の々質問や相談にお答えしてまいります。展示場の室内環境も併せ
て体感していただけます。お気軽にお出かけください。
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■ ローン相談会【大豆島展示場】
　生涯で最も高額な買い物、多くの方がローンを利用されますが、金利
のことから、返済計画など総合的に無料でご相談頂けます。将来を見
据えたローン計画、しっかり試算してみましょう。

木質繊維断熱材とPAVATEX
　弊社が標準採用しているスイスのパヴァテックス社製木質断熱材
は、その卓越した性能で、弊社の目指す「快適な室内環境」と「高い
省エネ性能」を両立する住まいを実現します。
　この断熱・気密システムが持つ多彩な特性は、まさに弊社の家づく
りにおける要であり、住まいの質を飛躍的に向上させます。その主な
特徴をご紹介します。

■ 木質繊維断熱材による 夏の心地良い（土蔵のような）涼しさ
　密度の高い木質繊維断熱材は、熱容量が断熱材の中では飛び抜
けて高く、熱の伝わる速度を遅らせる効果が高いため、日射による
急激な温度変化がある場合などにより真価を発揮します。
　夜間と日中のように温度変化がおきる環境下で素材自体の熱伝導
の遅れに加え、熱容量の大きさによる熱の伝導を遅らせる効果がプ
ラスされ、合計の断熱性能が発揮されることになります。「外気が暑
くなっても、土蔵の中はヒンヤリしている」という効果に似ています。
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出展：樹脂サッシ普及促進委員会　快適窓学より
※平成11年主エネ基準の住宅（東京モデル）
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外皮 部位ごとの熱損失割合

家の外と内の環境を完璧に遮断しながら、時には光や季節感を取り込むという
相反する働きを同時に求められる、窓は難しくも可能性に満ちたツールです。

窓からの熱の侵入は大きいが、次に
重要なのが屋根の断熱。

窓からの熱の放出は大きい、次に重
要な断熱は、外壁と換気。

　上の図は外皮の各部熱損失割合を示していますが、夏季冬季共
に外壁断熱（屋根も含む）は特に重要なため、ヴァルトではパヴァ
テックス断熱システムで外皮性能を強化しています。
　中でも次の写真のように、屋根の断熱仕様ですが、木質断熱材
を重ねた上に、通気
層まで設け、日射に
よる焼き込みを防い
でいます。
　グラフを見ると、
次のことが明確に表
れています。最高気
温26.2℃の
夏の日、屋
根瓦の裏面
では 60℃
にまで熱せ
られている
一方で、パ
ヴァテック
ス断熱材の
イソレア
（PAVATEX
木質繊維断

熱材には用途によって幾つかのラインナップがあります）の表面
では 45℃に留まっています。断熱材はその中に熱を蓄え、室内
への表出を妨げます。それによって、室内では最高気温時にお
いても約 15℃と涼しく快適に保たれます。真夜中になってから、
12時間の位相の遅れと５％までの温度振幅の減衰によって、室
内温度はわずかに約 17℃まで上昇します。

■ 「呼吸する」天然素材：パヴァテックス木質断熱材の透湿性
　パヴァテックスの木質断熱材は、まるで家が「呼吸する」かのよ
うに機能する、優れた天然素材です。この断熱材の最大の特徴は
その高い透湿性（ブレサビリティ）にあります。
　断熱材の繊維は水蒸気を吸収・放出しやすく、湿気は常に低い方
へと移動・拡散します。そのため、適切な素材と組み合わせることで、
壁の中に湿気が集中したり停滞したりすることがありません。これに
より、壁内結露による構造体の劣化を防ぎ、住まいの耐久性を高め
ます。
　さらに、日差しによって壁の温度が上昇するような場合でも、暖
められた部分から湿気が自然に発散されます。この気化熱によって
壁面温度の上昇が抑えられ、壁内の湿気もスムーズに外部へ排出さ
れます。
　このように湿気の移動を妨げない壁構造を可能にするのが、ヴァ
ルトが採用している「PAVATEX 気密・断熱システム」です。このシ
ステムは、木質繊維断熱材の特性を最大限に活かし、高気密・高
断熱でありながら、同時に高い透湿性を備えた機能的な外壁を実
現します。施工精度にもこだわり、総合的に高いレベルで設計され
たこのシステムは、快適で健康的な住まいづくりに貢献します。　

■ 環境と未来に優しい、持続可能な木質断熱材
　パヴァテックスの木質断熱材は、持続可能な社会への貢献を追求
して生まれた、環境に極めて優しい建材です。
　この断熱材は、間伐材や製材過程で出る端材を繊維状に砕き、
洗浄したものを圧縮成形して作られています。接着剤や有害な防腐
剤は一切使用しておらず、限りなく無垢材に近い天然素材です。そ
のため、廃棄する際も自然に還すことができ、地球環境への負荷を
最小限に抑えます。
　EU 諸国では、その高い環境性能から「最もエコな断熱材」の一
つとして認められています。住む人だけでなく、地球の未来にも配
慮した家づくりを実現する、それがパヴァテックスの木質断熱材で
す。

■ 数値性能を上回る実際の燃費性能
　素材の熱貫流率こそ特に優れているというわけではありませんが、
適切な組合わせで構成することで、その性質を十分発揮することが
できます。
　弊社の「環境性能コミットメント」では、県条例の公式試算方法
に沿いシュミレーションしていますが、ほとんどの実例で試算以上の
燃費性能が発揮されています。

■ 経年変化が少ないトータルの断熱性能
　施工直後には柱と柱の間に満たされていた袋入り断熱材が、やせ
細ってしまったり、角から丸みをおびながら朽ち果てていく科学系
断熱材をご覧になったことはおありでしょうか。適正に施工された

“パヴァテックス断熱システムは、夏の断熱において繊維系や発泡系の断熱
材よりも優れた結果を得られます。熱は日中を通して蓄えられ、気温の下が
った夜中になってから放出されます。”

夏の断熱
グラフを見ると、次のことが明確に表れています。最高気温26.2℃の夏の
日、屋根瓦の裏面では60℃にまで熱せられている一方で、パヴァテックス
断熱材のイソレア（ISOLAIR）の表面では45℃に留まっています。断熱材は
その中に熱を蓄え、室内への表出を妨げます。それによって、室内では最高
気温時においても約15℃と涼しく快適に保たれます。真夜中になってか
ら、12時間の位相の遅れと５％までの温度振幅の減衰によって、室内温度
はわずかに約17℃まで上昇します。

ADNR（再生可能原料による断熱材協会）が裏付けた計算結果は、夏の効
果的な断熱に関しては、パヴァテックス断熱板のような木質繊維製品が、
他の繊維系や発泡系の断熱材よりも目に見えて優れているということを明
らかにしています。高い密度と大きな熱容量によって、9％という極めて小さ
いTAV値と12時間という理想的な位相の遅れが得られています。ADNR
の計算は、同様の屋根条件（木材割合13％、U値0.26W/m2K、断熱材の
厚み180mmまたは160+20mm、熱伝導率区分040）に基づいてなされ
ています。
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）値測実（度温面裏の瓦根屋：赤
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）値算計（度温面表側内室の根屋：青

※位相の遅れ12時間・TAV値０.05（5％）に
設定、ただし窓・気密漏れ・室内での熱の発
生・特殊な空気は考慮せず
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 Produkte TAV* Rohdichte Spezifische Phasen- 
(kg/m3) Wärmekapazität verschiebung 

(J/kgK) (h)

  9 % 140 2.100 11,7
Zellulose (+ HFD 20 mm) 16 %   45 1.940   8,7
Flachs 20 %   30 1.550   7,4
Baumwolle 21 %   20 1.900   7,1
Schafwolle (+ HFD 20 mm) 22 %   25 1.300   7,0
Steinwolle 21 %   40 1.000   6,7
Polystyrol 22 %   20 1.500   6,3
Mineralwolle 23 %   20 1.000   5,9

断熱材 TAV値 * 密度
(kg/m2)

比熱容量
(J/kgK)

位相の遅れ
(h)

パヴァテックス断熱材
セルロース
フラックス
コットン
ウール
ロックウール
ポリスチロール
ミネラルウール

* TAV値： 温度振幅の比
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木造建築は何世紀にも渡り建物を守り
続けるように、木質繊維断熱材は永く原
形を維持し性質を保ちます。

■ 防火性・遮音性・気密性
　そのほかにも多彩な特性を備えてい
ます。「木材は燃えやすい」というイメージがあるかもしれませんが、
圧縮され密度の高い木質断熱材は、発火に時間がかかり、ロックウー
ルなどの鉱物系断熱材と同様に最も燃えにくい断熱材の一つとされ
ています。さらに、その高い密度と多孔質な構造は優れた吸音性を
発揮し、外部からの騒音や生活音を効果的に遮断。静かで落ち着
いた屋内空間を保ちます。
　また、長年の研究と経験によって確立されたバランスの良い気密
断熱システムは、熱損失を大幅に抑え、建物の躯体損傷を防ぎます。
特に、サネ付き断熱材を使用することで、わずかな隙間から生じる
熱橋（断熱の弱い部分）を確実に防止し、一年中快適な温度を保
ちながら省エネにも貢献します。

冷房はギリギリまで我慢？
　夏の暑い時期でも冷房をギリギリまでガマンする人は、特に高齢者
に多い。電気代も心配だが、「不快だから冷房をつけたくない」という
人も少なくない。本人が暑さにガマンできる間は冷房をONにしない
のが正解なのだろうか。なぜ日本の家では冷房をつけると不快を感じ
るのだろうか。
『エコハウスのウソ 2』発行日 :2020年8月24日第 1版 ,著者 :前真之 ,発行 :
日経 BP　この本の記事を引用し紹介します。
前 真之（まえ まさゆき）氏： 東京大学大学院工学系研究科建築学専攻准教授。
博士（工学）。98年東京大学工学部建築学科卒業。2003年東京大学大学院博
士課程修了、建築研究所などを経て、04年 10月に東京大学大学院工業系研
究科客室助教授に就任。2008年から現職。専門分野は建築環境工学で住宅の
エネルギー消費全般を研究。健康・快適な生活を太陽エネルギーで実現するエ
コハウスの実現と普及のための要素技術・設計手法の開発に取り組んでいる。

※ 以下紙面の都合上挿入できなかった図をQRコード(URL)からご覧ください。
ただし、QRコードの色が薄めのものだけは図が掲載されています。

■ 日本伝統の夏対策では限界、気温上昇で冷房が必要に
　日本の住宅は「夏を旨とすべし」とされる。暑さへの備えは日射を薄い
膜で遮蔽し、昼間の太陽熱をかわす「遮熱」がメイン(図1)。
あとは「通風」と併せ、地熱や水の蒸散などささやかな「冷熱」
を活用することで、なんとか夏をしのいできた。
　こうした工夫は、「日射は強いが気温は高くない」気候においては有効。
しかし残念ながら、最近では真夏日(日最高気温30°C以上)や猛暑日(同
35° C以上 )が急増。ひとたび気温が高くなってしまっては、日射遮蔽と
通風だけでは効果に限界がある(図 2)。室内の空気温度自体
を下げる「冷房」を真剣に考えなければならなくなっているのだ。

■ 暑さ指数が警戒レベルなら躊躇せずに冷房ON
　近年の温度上昇に伴い、体温調整機能が衰えた高齢者が住宅内で
熱中症にかかるケースが急増。高齢者は暑さに気づきにくく、冷房を控え
る習慣も身についているため、冷房をつけないまま危険な高温環境で過
ごしてしまう場合が多いのだ。高齢者は自分の感覚だけでなく、室内の
暑さを計測器でチェックして、必要ならばすぐに冷房をつけることが肝心
である。

■ 暑さ指数WBGTは空気温度・湿度・放射温度を総合的に評価
　熱中症の警戒には、普通の温度計が示す乾球温度よりも、「暑さ指数」
といわれるWBGT( 湿球黒球温度 )が適している。WBGTは乾球温度
の他に、人体の発汗蒸発冷却に影響の大きい「湿度」と放射放熱に影
響の大きい「放射温度」を考慮することで、暑さの危険度をより総合的
に評価できる指標である。
　昼下がりに空気温度が若干下がっても、高湿が続く場合は要注意。
高湿環境では体からの発汗蒸散が減少するので、WBGTでは高温と
評価される(図3) WBGT計は温湿度はもちろん放射温度も計
測するので、低断 熱住宅の危険度も判断できる。WBGT計
の暑さ指数が25° Cを超えていたら、躊躇せず冷房をONにすることを
おススメする。

■ 夏の不快要因には「湿度」の他、「高温の天井」も関係
　では、ひとたび冷房をつけたら、どのような温熱環境が快適なのだろう
か。夏の冷房も冬の暖房と同様、ISO7730においては皮膚の表面温度
と発汗量が快適な範囲で「代謝熱量≒放熱量」のバランスが取れること、
そして「局所の不快がない」ことの2つを満たすことが重要となる(参考 :
体感温度 )。冬も夏も基本は変わらないが、夏においては「湿度」と「高
温の天井」が不快要因になる点がちょっと違う(図 4)。

■ 人間特有の発汗蒸散は、乾燥環境なら強力な冷却効果あり
人間の放熱には、対流や放射といった「乾性放熱」とは別に、
汗などの蒸発による「湿性放熱」がある(図 5)。
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　発汗は人間が備えている最強の冷却機能。人類・発祥の地アフリカの
ような「カラッと暑い」高温・乾燥の気候では、汗がよく乾くので有効に
機能する。ただし、「蒸し暑い」高湿の日本では、汗が順調に乾かず冷
却効果が限られ、皮膚も湿って不快になりやすい。

■ 夏に最も快適な作用温度は26℃、湿度の影響は？
　予測平均温冷感申告において、夏の着衣量 0.5clo、安静時の代謝
率1.0metを想定すると、予測不満者率 (PPD)が 10%以下となる快適
な作用温度(≒空気温度と放射温度の平均)は24.5～27°C、
最も快適なのは26° C( 図 6)。
　図 6の人体放熱の内訳をみると、作用温度が高いほど発汗による放
熱を増やす必要があるが、湿度が高いと蒸散がうまくいかず放熱不足で
暑くなる。一方、作用温度が低い環境では対流と放射だけで十分に放
熱できるので、湿度の影響は小さくなる。

■ 除湿は省エネにあらず、温度を下げる方が快適性アップに？　
　「冷房よりも除湿の方が省エネ」という話をよく聞くが、除湿するには空
気を露点温度以下まで冷却する必要がある。冷却除湿された空気その
ままでは低温すぎるので、再加熱してから吹き出すのが「再熱
除湿」(図7)。本格的な除湿方式で快適性は高いが、エネルギー
効率が悪く機構も複雑なため、採用するメーカーが少なくなった。
　最近の除湿モードは、能力と風量を絞り、冷媒蒸発温度だけを下げた
「弱冷房」の場合が多い。
　省エネの観点からも、除湿のために冷媒蒸発温度を露点温度以下に
下げると温度リフトが大きくなり、ヒートポンプのエネルギー効率を悪化さ
せてしまう。
　湿度調整にこだわるよりも、冷房で作用温度を下げた方が、快適で省
エネな冷房が手っとり早く実現できるのだ。

■ 夏の不満は高い放射温度と日射熱が主因
　冷房を控える理由としては、「電気代」と「不快」の2つが大きい。前
者は太陽光発によって簡単に解決できるが、問題は後者の冷房時に感
じる不快である。

　冬の暖房と夏の冷房は裏表の関係にあるが、実は「建物性能の低さ」
が共通の原因だ。
　低性能の外皮、特に低断熱の天井は、高温の外気や屋根への日射
の熱を室内にそのまま伝えてしまう。室内表面の放射温度が高くなると、
作用温度を快適範囲に維持するために、空気温度を低温にしなければ
ならない。さらに高温の天井は頭上に放射不均一をもたらし、
大きな局所不快の原因となる(図 8)。

　日射遮蔽が不十分な窓も、夏場の不快をもたらす主因の1つ。窓か
ら大量の日射熱が室内に侵入してくると、作用温度の維持・冷房熱負荷
処理のために、エアコンは吹き出し空気温度を非常に低く（15° C以下）
せざるを得なくなる。冷たい空気は重いので足元にたまり、上下温度差
が生じるとともに、冷風は居住者の肌を強く冷やすので大きな不快を感じ
させてしまう。

■ 冬も夏も快適な室内環境のためには建物外皮の性能が肝心
　建物外皮の性能を向上させれば、適度な空気温度と放射温
度において快適な冷房を行うことができる(図 9)。
　暖房と冷房は全く異なって見えるが、実は対策の共通部分が多い。ま
ずは冬の対策をしっかり行い、そのうえで夏特有の日射遮蔽に取り組む
のが定石。温暖化の進捗を考えれば、冷房なしで夏を乗り切ることは非
現実的だ。冷房を上手に設計し、夏も健康・快適な環境を確保するの
が必須となっているのだ。




